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友
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一
首
目
、
流
れ
に
揺
れ
る
細
か
な
白
い
花
花
と
の
出
会
い
を

写
さ
れ
て
、見
事
。「
笑
む
が
に
」
は
ま
る
で
笑
む
よ
う
に
の
意
。

　
二
首
目
、
老
い
の
う
た
だ
が
、
馬パ

ワ

ー力
を
楽
し
む
か
の
よ
う
だ
。

四
句
、
五
句
が
響
く
。

　
三
首
目
、
詠
み
難
い
思
い
を
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
た
。
も4

は

強
意
の
係
助
詞
。
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膳
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一
句
目
、
秋
の
朝
顔
は
一
回
り
小
さ
く
色
が
濃
く
な
る
。
空

も
空
気
も
澄
ん
で
、
窓
い
っ
ぱ
い
に
凛
々
と
咲
く
可
憐
な
花
の

清
々
し
さ
。

　
二
句
目
、
年
中
米
を
研
い
で
い
る
が
、
新
米
と
な
る
と
心
が

躍
る
。
米
は
光
り
輝
き
、
研
ぐ
音
も
美
し
い
。

　
三
句
目
、
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
廃
校
に
懐
か
し
い
金
次

郎
の
像
。
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
。
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七
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予
想
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子
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に
も
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え
て
稲
穂
は
重
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垂
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遠
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松
雄

殿
の
膳
目
黒
の
秋
刀
魚
う
ら
や
ま
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明
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い
た
れ
ど
欲
あ
り
明
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も
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寿
過
ぎ
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く
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天
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う
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一
句
目
、プ
ロ
野
球
阪
神
岡
田
監
督
の
「
ア
レ
」
が
大
う
け
。

選
手
に
優
勝
を
意
識
さ
せ
な
い
岡
田
マ
ジ
ッ
ク
。「
ア
レ
を
見
に

私
来
ま
し
た
甲
子
園
」

　
二
句
目
、
生
ま
れ
育
っ
た
我
が
家
。
自
分
と
同
じ
年
輪
が
刻

ま
れ
、
愛
着
と
回
顧
の
念
が
湧
く
。「
あ
の
頃
は
良
か
っ
た・・・」

昭
和
も
遠
く
な
り
に
け
り
。

　
三
句
目
、
女
三
人
寄
れ
ば
何
と
や
ら
。
情
報
の
共
有
と
拡
散
。

一
旦
出
た
情
報
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。「
こ
こ
だ
け
の

話
町
内
駆
け
巡
り
」
？

評

評評

問農林課　☎22-1253

～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～ 市内の農産物

直売所情報▶

「リンゴ」は白石の特産品です
　リンゴは、皆さんも幼いころから食べている身近な果物ではないで
しょうか。本市は仙南地域の中でもリンゴの栽培が盛んで、一つの果
樹園で数十種類の品種を栽培しています。宮城県オリジナル品種のサ
ワールージュは、加工用としてアップルパイなどに使われています。
これからの季節、家庭では甘くジューシーなふ・じ・が大人気です。
　イギリスでは、「リンゴを食べると医者を遠ざける」と言われてい
ます。栄養満点な地元のおいしいリンゴを食べて、寒い冬を乗り切り
ましょう！

▲おいしいリンゴのサインは色つやが
良く、おしり（下部）が丸く、左右
対称にくぼんでいます！

児童の歓声あふれる
益岡公園八幡町ひろば遊具完成セレモニー

　10月23日、益岡公園八幡町ひろば、通称「赤
い公園」の遊具の改修工事が完了し、完成セレ
モニーが行われました。この日は、南保育園児
34人が長さ６ｍのロングスライダーなど真新
しい遊具を体験。園児たちは「とっても楽し
い！」「大切に使います！」と話し、公園内は
園児の歓声であふれていました。

▲楽しそうに真新しい遊具で遊ぶ園児たち

日ごろの鍛錬の成果を発揮！
全日本マスターズ陸上競技選手権で優勝

　10月７～９日、山口県で開催された「第44
回全日本マスターズ陸上競技選手権大会」で、
巨
こ

泉
いずみ

猛
たけし

さんが走り幅跳び（65～69歳のクラス）
において、４m65の記録で見事１位に輝きま
した。また、三段跳びでも２位と健闘。巨泉さ
んは「年を重ねても記録を落とさないよう、日々
精進していきたいです」と話してくれました。

▲獲得した２つのメダルと賞状を手にする巨泉さん

実りの秋を満喫！
第43回白石市農業祭・福祉まつり2023

　11月11日、12日の両日、ホワイトキューブ
で農業祭と福祉まつりが同時開催されました。
会場では、地元農産物の販売や仙台牛の特別販
売、米俵相撲大会、搾乳体験、姉妹都市の登別
市、海老名市の物産展を開催しました。また、
福祉団体による作品展示、販売などの催しもあ
り、会場はたくさんの来場者でにぎわいました。

▲多くの来場者でにぎわう会場の様子

開館から５周年！
こじゅうろうキッズランド「５周年記念セレモニー」

　11月12日、こじゅうろうキッズランドが開
館から５周年を迎え、「５周年記念セレモニー」
が行われました。この日は、参加した子どもた
ちと５周年記念ソングなどを歌ったり踊ったり
してお祝い。３組の大道芸パフォーマーによる
３週連続での大道芸まつりも開催され、５周年
を盛大に盛り上げました。

▲５周年の「５」のポーズで記念撮影！
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


